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【研究の背景・目的・内容】 

食品素材そのものに含まれる薬理活性物質の探索研究は半世紀以上にわたって実施されてきているが、食品

加工・調理によって生じる薬理活性成分の探索研究はいまだほとんど行われてきてはいない。そこで当研究室

では食材及びその加工・調理物の抽出エキスに含まれる成分を詳細にHPLC及びin vitro薬理活性試験で比較

し、加工・調理によって生じた新たな薬理活性成分を単離→構造解析→in vitro薬理活性試験して報告してい

る。 

【応用例、研究の展望】 

本研究を通じて、これまで見逃されてきた新しい食品中の薬理活性成分を見つけていきたいと考えている。 

【研究方法の特色】 

活性成分の単離のために様々なクロマトグラフィーを組合せて実施していく。活性成分の単離技術には、多くの

経験が大変重要であるが、当研究室ではその点十分な実績があり、最新のDAD HPLC装置3基を用いて研究

を実施している。活性成分の構造解析技術も同様に多くの経験、生合成に関する深い理解が必要であるが、この

点でも当研究室は十分な技術水準にあり、本学の400 MHz NMR装置、高分解能質量分析装置を駆使して構

造解析を行っている。これまでに多くの食品に関わる新規化合物を見出し、論文欄に記載したように報告してい

る。 

下記にこれまでに見出した食品関連の新規化合物の例を示す。 
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